
業  種 鉄道・軌道 

取組分野 教育・訓練 

テ ー マ 乗務員の個別教育指導 

取組の狙い  乗務員に対して、少人数単位での対面教育指導を月１回実施すること

で、各人の資質・理解度に合わせたきめ細かな指導を実現するとともに、

恒常的なテーマのみにとどまらず、直近で発生した自社及び他社事案を対

象としたＰＤＣＡサイクルを運用した教育指導の充実。 

具体的内容 １．計画（Ｐ） 

（１）個別教育指導の教育項目について、あらかじめ年１２回分の年間計

画を作成している。 

（２）実施前月に運転教育課と乗務所の指導監督者・各点呼所の教育担当

助役による検討会議で決定する。 

（３）教育項目が決定すると、点呼所の教育担当助役が中心となって、具

体的な教育内容・教材、指導方法を作成したうえで、再度、上記の検

討会議を開催して検討・修正を加えて最終決定する。 

２．実施（Ｄ） 

（１）個別教育指導は、全乗務員を対象として、毎月１回受講させるため、

各点呼所ごとに毎日、教育担当助役 1名が運転士１～２名・車掌１～

２名に対し、２時間を基本として実施している。 

（２）少数対面教育である利点を生かして、対話を重視し、乗務員が日頃

気になっている点について、気軽に質問できるほか、現車の活用、異

常事態を想定したロールプレイング等によって、より実戦的な知識・

技能の獲得・向上を図っている。 

３．チェック（Ｃ） 

教育方法は、座学と車庫・現車を活用した実設備教育で、最後に小テ

ストにより、一人ひとりの理解度・意識を把握し、理解度が低い場合に

は、その場でフォローする。 

４．見直し・改善（Ａ） 

 教育に際しては、教育効果を確実なものとするため、毎回、教育項目

にあわせた、指導上の重点や進め方など詳細な指導要領を作成して教 

育を実施するとともに、直近で発生した自社及び他社事案に基づいた指

導、設備やマニュアル変更等、タイムリーな題材の取り込みを勘案して

翌月の教育項目に反映している。 

 

取組の効果 １）毎月実施することによりタイムリーな教育指導ができる。 

２）その都度理解度を確認することにより、確実な理解に繋がる。 

３）乗務員が日頃気になっている点について、気軽に質問できるようにな

った。 

４）教育担当助役など、教育する側の社員の能力が向上した。 

５）乗務員個々の弱点を把握した、個別教育指導及び添乗指導ができるよ

うになった。 
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